
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

自転車・歩行者等の通行状況 渋滞状況

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１４ 用地買収着手

Ｈ１６ 工事着工

Ｈ１９
部分供用
(L=200m)

Ｈ２０
部分供用
(L=540m)

Ｈ２３
部分供用(予定)

(L=4,100m)

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
１３，３５３百万円 １１，２５６百万円

（８４．０％）

用地買収
１８７，４６９ｍ2 １８３，５５５ｍ2

(９７．９％)

計画延長
５，４００ｍ ７４０ｍ

(１２．８％)

事 業 場 所 高崎市金古町～吉岡町上野田

区 分 今回 事業当初

全 体 事 業 費 １３，３５３百万円 １１，７００百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由
交差点の集約による付替道路等の増加

上下水道、用水等の公共補償の増加

事 業 期 間 Ｈ１４～Ｈ２４ Ｈ１４～Ｈ１９

事 業 内 容
道路延長 ５，４００ｍ
幅員 ２５ｍ

道路延長 ５，４００ｍ
幅員 ２５ｍ

第３号議案
社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

(主)高崎渋川線バイパス高崎市金古町～吉岡町上野田

着工年度

評価理由

平成１４年度

事業採択後10年

資料-６

・「７つの交通軸構想」の県央軸として地域の活性化
を支援する主要幹線道路。

・慢性的な交通渋滞を解消するためのバイパス整備。
（混雑度 ：１．３８（Ｈ１７センサス））

・主要都市間における安全かつ円滑な交通の確保。
（過去５年間の交通事故発生件数：１８５件）

事業箇所

たかさきしぶかわ



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

事業箇所

現地状況（吉岡町：施工中） 現地状況（高崎市：供用済み箇所）

暫定形

４車線
H26供用予定４車線

H23供用予定

行幸田

有馬

石原

小倉

鬼ヶ橋

田中清野町

暫定２車線 暫定２車線



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

用地買収が概ね完了したことから（約９８％）、補正予算等も含めて集中的、積極的に予算投入を
図っており、平成２４年度の完成を予定している。

また、事業効果の早期発現のため暫定２車線で起点側から整備を進めており、起点側（高崎市
側）のＬ＝７４０ｍ区間は供用済みである。さらに平成２３年度には(主)前橋伊香保線までのＬ＝４，
１００ｍの供用を目指している。

現道沿線の旧群馬町、榛東村、吉岡町は、郊外型商業施設や住宅団地等が形成され、交通渋
滞が慢性化している。また、歩道が整備されておらず交通事故も多発している。

国道１７号と接続する区間（区画整理及び街路事業にて施工中）が平成２３年度に供用開始とな
る予定であり、バイパス全体の事業効果を発現するためには２期工区の完成が必要不可欠である。

さらには、西毛広域幹線道路や上信自動車道など周辺の主要な幹線道路の整備も進んでおり、
経済活性化、観光振興、環境負荷の軽減など様々な効果が期待できる。

計 画 時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル

費用便益分析マニュアル(案)
建設省

道路局・都市局

平成１０年６月

費用便益分析マニュアル
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

基 準 年 平成１４年 平成２３年

区 分 項 目 現 在 価 値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )

工 事 費 9,208,000 94.8% 15,314,000 97.4%

維 持 管 理 費 506,000 5.2% 403,000 2.6%

費 用 合 計 ( C ) 9,714,000 15,717,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

35,550,000 100.1% 46,668,000 87.2%

交通事故減少
便 益

148,000 0.4% 4,528,000 8.5% 整備されない場合の交通
事故による社会的損失

走行経費減少
便 益

-178,000 -0.5% 2,287,000 4.3%

便 益 合 計 ( B ) 35,520,000 53,483,000

費用対効果分析(B/C ) ３．６６ ３．４０

現道 渋滞状況 １期工区 ４車線供用部 西毛広域幹線道路 交差部

イオン



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

事業延長５．４ｋｍ、総事業費約１３０億円と大規模事業であるが、重要かつ緊急度の高い事
業であることから、集中投資を行い早期に完成させるべく予算要望を行ってきた。

しかしながら、道路予算は、事前評価当時（平成１３年度）と比較して、現時点で県土整備費で
約５７％、道路整備費でも６３％まで落ち込んでおり、当初計画の６年間で事業を完成させること
は厳しい状況であった。

本路線については補正予算も活用し、優先的、集中的に予算配分しており、また、用地買収も
概ね順調に進捗しているため、県土整備プランに位置付けられた平成２４年度の完成供用は達
成できる。また、１期工区が供用となっている高崎市側から順次延伸するように施工しており、部
分供用見込み等による整備効果の早期発現に努めている。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

・補正予算も含めて集中的、積極的に予算投入を図っており、また、用地買収が概ね完了し
たことから（約９８％）、平成２２年度末の事業進捗率は８４％となっている。

・事業効果の早期発現のため暫定２車線での整備を進めており、起点側のＬ＝７４０ｍが部
分供用済みである。さらに平成２３年度には(主)前橋伊香保線までのＬ＝４，１００ｍの部分
供用を予定している。

・現道沿線の旧群馬町、榛東村、吉岡町は郊外型商業施設や住宅団地等が形成され、現
道の交通量が多く、現在でも交通渋滞の解消や自転車・歩行者の安全確保が課題となって
いる。

・本バイパス１期工区と国道１７号との接続区間が平成２３年度に供用開始となる予定であ
る。渋川市街地へ延伸する３期工区については平成２３年度に新規事業化し、バイパス全
区間が事業化となり、バイパスの事業効果を早期に発現するためには２期工区の早期完成
の必要性は高い。また、西毛広域幹線道路や上信自動車道など周辺の主要な幹線道路の
整備も進んでおり、これらの整備と併せた道路ネットワークを形成し、群馬がはばたくための
基盤づくりを推進する事業である。


